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母語を交えた日本語学習

総務省　多文化共生アドバイザー

１．基礎情報

ホームページ https://www.city.minokamo.lg.jp/soshiki/2/

自治体名 岐阜県美濃加茂市

昨年度と同じ写真を使用してください。

担当部署名 市民協働部まちづくり課多文化共生係

電話番号 0574-42-6262

％　　在留外国人数 令和6年4月現在 5,983 人
住民基本台帳人口に

占める割合 10.4

２位
2,145 人

３位
483 人

小分類 日本語教育の推進

大分類

フィリピン ブラジル ベトナム

２．多文化共生に関する活発な取組や、独自性・先進性のある取組の内容

　うち、国籍別上位３ヶ国の
　人数及び国籍名

１位
2,585 人

具
体
的
な
取
組
内
容

取組のポイント 学習者の習熟度に合わせた会話形式の日本語教室の開催

日常会話で使用する基礎的な日本語を会話形式を中心に学習する機会を提供している。

・日本人スタッフによる日本語教室
国際交流協会に委託し、週２回開催。

・母国語を交えた日本語教室
ブラジル国籍及びフィリピン国籍の国際交流員による母国語での解説を交えた教室を、対面クラス（週２回・昼）とオンラインクラス（週１回・夜間）で開
催。

生活支援

小分類 教育機会の確保

具
体
的
な
取
組
内
容

取組のポイント 外国をルーツに持つ子ども達に対する切れ目ない支援

外国をルーツに持つ子ども達に対して、日本の学校における教育に適応できるよう初期指導、学習支援、高校進学支援、キャリア教育を、年齢に応じて幅広く実施している。
・プレスクール事業
市内の保育園で、日本語や日本の生活様式、文化等を集中的に学ぶ機会を提供。（1園につき年10回程度）
・外国人児童生徒適応指導教室（のぞみ教室）事業
日本語能力が十分でない小中学生に対し、学校教育で必要な生活指導及び初期的な日本語の指導を一定期間集中的に実施。その後、必要に応じて補完的な教育を実施（国際教
室）。
・外国人児童生徒放課後学習支援事業
希望する小中学生に対し、就学意欲の持続と向上を図るために、放課後に補完的な学習の支援を実施。（2地区でそれぞれ週2回）。
・外国籍の子どもの高校進学支援事業
義務教育年齢を超えた子どもが高校進学できるよう、日本語指導、教科指導、進路指導等を実施。（週４回）
・ドリームフェア
外国籍生徒が多く在籍する高校と連携し、将来の道の選択肢を広げるためのキャリア教育を実施。

大分類 コミュニケーション支援


